第２回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２９年５月２３日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分～３時２０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　河原町総合支所　第6会議室
〔出席委員〕

竹田賢一会長、小谷加代子副会長、前田達男委員、楮原典子委員、中村佳紀委員、倉信　敬委員、坂本悦子委員、河毛　寛委員、西尾　純委員、奥谷仁美委員、
荻原元春委員、坂本綾子委員　以上１２名

〔欠席委員〕

なし
〔事務局〕

野際支所長、九鬼副支所長、西山市民福祉課長、前田産業建設課長、平尾地域振興課課長補佐

〔傍聴者〕

なし

会議次第

１　開　会
２　会長あいさつ
３　協議事項
（１）河原町総合支所耐震補強事業について【資料1】
（２）地域内情報伝達設備事業について【資料2】

（３）その他

・視察について【資料3】
４　その他
５　閉　　会

議事概要
１　開　会　
２　会長あいさつ
３　協議事項
（１）河原町総合支所耐震補強事業について
（野際支所長　資料１により説明）
（委員）スロープに屋根はつくか。
（事務局）休日でも死亡届などの届出があるので、屋根をつけていただくように実施設計には要望しました。
（委員）正面のスロープが２段になっているが、駐車場の地盤を50cm位あげれば全体のスロープとアプローチの階段が１段ぐらい減るのではないか。
（事務局）道路との取り付けの関係で坂になってくるということも考えられます。
（委員）これから何年も使うわけだから、高齢者や車いすで来られる人などすべての人が利用しやすいようにした方がいいと思う。ここで出た意見を重視して伝えてほしい。
（事務局）実施設計に反映できるように伝えます。
（委員）コミュニティセンターの耐震は大丈夫か。
（事務局）耐震基準は満たしておりません。
（委員）他の総合支所は一緒に直されるけども河原は別々でということか。
（事務局）公共施設の管理が、将来に向け負担になってくるということで公共施設の統廃合を考えています。その前提で福部支所は公民館機能を、用瀬支所は図書館を２階に併設という方向です。河原は、コミュニティセンターはそのまま残したい意向があるため、今回同時に改修することにはなっていません。
（委員）廃合になる可能性はないか。
（事務局）耐震工事をして残して行きたいと考えており、今年度の重点課題として協議するようにしています。
（２）地域内情報伝達設備事業について

（九鬼副支所長　資料２により説明）

（委員）新しい防災無線は、外部スピーカーのみでこれまでより感度がよくなると聞いているが、現在、牛戸などでは音が出ているが何を言っているのか分からない状態だ。今後、3つの設備のうち河原地域として採用した設備にも大事な防災情報を流すようなことを考えてもらえないか。外部スピーカーだけでは本当に聞こえない。
（事務局）支所から直接流せるのは音声告知専用端末機器しかありません。
（委員）大雨・大風の状況の中で、外部スピーカーだけでは本当に情報が伝わらない危険性がこれまででもある。是非とも検討していただきたい。
（委員）部落内だけの放送が出来るのか。
（事務局）無線、有線、両方で出来ます。
（委員）地区は出来ないか。
（事務局）地区での放送は難しいと思います。有線ケーブルをその地区全域に張り巡らせる必要があり経費的にも多額となりますし、無線についてもエリアが広くなると届かないと思います。
（委員）支所として音声告知専用端末機器に決めましょうというような前向きな姿勢でいかないと調整がとれないと思う。連絡事項もちぐはぐになる。

（委員）音声告知専用端末機器は双方向なわけだから、独居老人の家庭であるとかいろんな形の中でこれから波及する可能性もないとは言えない。そういうことも合わせて総合的に考えてみる必要もあると思う。
（事務局）いなばぴょんぴょんネットによる音声告知専用端末機器は、双方向が可能だそうです。ただ放送予約機能はありません。
（委員）事業者の方で放送予約機能を付けることは出来ないのか。
（事務局）ぴょんぴょんの場合には、固定器とスマートフォンと2つ契約することができます。スマートフォンの2契約というのも出来るそうです。
（委員）今、ぴょんぴょんネットのチャンネルとかの文字画面にいろいろ情報が出ているが、それで充分かと思う。

（委員）設備としては３つあるが、無線にすると聞こえづらいことがある。また有線は費用がかなりかかるので、河原は音声告知専用端末機器を整備しましょうということで支所から言ってもらうのがいいではないか。
（事務局）今、支所からの情報を一律に流すことを前提に話が進んでいますが、自治会長さんとも相談しながら、推薦として音声告知専用端末機器がいいですよということを付け加え、選択肢を示したうえで進めさせていただく方向で考えています。
（委員）情報提供は、必要だと思います。
（委員）音声告知専用端末機器であれば、私は必要ありませんという考え方もあるか。
（事務局）あります。
（委員）今ある有線放送は残るのか。
（事務局）それはそのまま使ってもらえればいいです。修繕への補助はありませんが、今あるものは使えます。
（委員）防災情報は、スマホなどに登録しておくと必ずトリピーメールなどが入ってくるということか。
（事務局）そうです。またケーブルテレビに未加入の方であっても、年額2,592円でスマホなどに音声端末からの情報が届くように出来ます。
（委員）健診などの情報は、別の媒体で市民には流されるか。
（事務局）それはチラシなどの紙媒体になると思います。
（委員）これから高齢化社会を迎えるにあたって、今は防災無線の戸別受信機が無料で貸し出しされているが、個人負担金が必要になると年金の少ない人には負担がかかると思う。それを助けるようなものを提案した方がいいのではないか。
（委員）今までは無条件で多くの情報が流されてきたが、これらからは選択して自分たちでとらないといけなくなる。河原町内の地域情報や部落の情報をどういう手段でとりにいけるのかをきちんと整理してもらった方がいいと思う。
（委員）若い人は、スマホで情報を得るのが主流になってきているので、防災に関しての連絡だけならばその方がいいではないかと思う。今選択肢が3つあるが、4つ目にスマホがあってもいいと思う。そうなった場合、独居老人の方とかスマホを持ってない方の為の提案があったらいいと思う。
（委員）市からの情報はインターネットや市報が主だと思うが、高齢になり「見る」ということができなくなった時に、本当に大事な情報がその人に届かないこともありうることを今後考えていかないといけない。「聞こえる」ことによって、その情報を得ることもあったりする。大事なものが漏れてしまったことによって被る不利益もあると思うので、どういう形で情報を流していくかをきちっと考えていかないといけないと思う。
（３）その他
・視察について

　（九鬼副支所長資料３により説明）
（委員）2、3年ぐらい前に西郷地区が研究指定を受け、広島の三次市で開催された研究大会で発表したが、その研究センターではないかと思う。
（委員）河原町の面積、人口構成、道路の問題、鮎の町だから川の状況、いろいろなことを提供して、河原町全体がどうしたら活性化するか研究していただいて、その結果が出てから行くというのはどうか。
（事務局）先方に打診してみます。
４　その他

（委員）勤労者体育館が、いつでも気持ちよく使える状況にならないか検討してほしい。
（事務局）来年に向けて体育館の使用の受付け、体育館や周辺の清掃、管理的なものも含めて指定管理を検討しているところです。
（委員）施設自体が使えなくなったらなくなるのではないかという危機感もある。（委員）高齢者がいつまでも元気でいるために、介護予防的なこととしてスポーツは
　大事、できればそういう施設はある程度残してほしい。
（事務局）全体的な施設の再編計画の中で、総体は建て替えという形であったと思います。
（事務局）次回の地域振興会議は、７月19日で視察を考えています。また、南ブロックの合同会議ですが、今年度は佐治が当番です。日にちは未定ですが、またお知らせしますのでよろしくお願いします。
　　
（事務局）湯谷荘の消毒装置が不具合を起こしており、修繕のため休止しています。ご迷惑をおかけしまして申し訳ありません。
５　閉　会
－1－

